
求積問題

ARQ ∗

2008年 2月 6日

1 辺の長さが L である正方形 ABCDについて,

各頂点から, 半径 L の円を描く. このとき, 正方形

ABCDの内部における円 Aと 円 Bの交点を E,円

Bと円 Cの交点を F,円 Cと円 Dの交点を G,円

Dと円 Aの交点を H とする (図 1).

図 1 扇形を重ねた図形
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このとき,次の面積を Lを用いた式で表せ. なお,

円周率は πとする.

1. 正方形 ABCD

2. 点 Aを中心とする扇形 ABD
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